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東京機械製作所株式の取得のために用いた方法 ― アルゴリズム注文について 
 
 
 一部報道機関において、当社による株式会社東京機械製作所（以下「東京機械製作所」と
いいます。）の株式の取得方法が不透明であるという報道がありました。そこで、当社が当
該株式取得のために用いたアルゴリズム注文という方法を説明させていただきます。 
 

従来の方法により買い注文や売り注文を行った場合、板（株価ごとにどれくらいの買い
注文、売り注文が入っているかを示す情報、下図参照）に反映されます。売買量の少ない銘
柄に対して大口の注文を行うと、板に自分自身の注文が表示されて目立ってしまいます。そ
のため、期待どおりの株価で約定しないことがあります。 
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 そこで、当社が東京機械製作所株式の取得のために用いた方法が楽天証券のアルゴリズ
ム注文です。 
アルゴリズム注文とは、「事前に登録した条件に合致したときに自動で注文が発注され

る機能」をいいます。 出典）https://marketspeed.jp/ms2/function/algo/ 

 

 アルゴリズム注文においては、通常の手作業での取引と異なり、株価の動きを人の目で
はなく、楽天証券の取引システムによって監視することが可能になっています。 
アルゴリズム注文には、アイスバーク注文やスナイパー注文などがあります。その詳細

については、次頁以下を御覧ください。 

いずれもミリ秒単位（１ミリ秒＝1/1000 秒）で注文実行する HFT（high-frequency 
trading）と呼ばれる高速注文システムが導入されております。HFT による高速注文は、
手作業では到底不可能な瞬間注文が実行されます。 

 

出典）https://eos.arista.com/ja/flashboys/   

https://marketspeed.jp/ms2/function/algo/
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アイスバーグ注文を用いると、分割注文を自動的に行います。例えば、10,000 株を 50 回
に分割して注文する場合、200 株を 50 回注文する方法と、ランダムにばらつかせる方法
（160 株、110 株、90 株・・・）が選択できます。いずれにせよ、１回目の注文を行った時
点では、残り 49回分の注文は板に反映されない注文となるため、目立たないように必要な
株数を買うことができます。この分割発注は取引サーバーにより自動的に行われ、人の作業
は介在しません。 出典）https://marketspeed.jp/ms2/function/algo/iceberg.html 
 

 

https://marketspeed.jp/ms2/function/algo/iceberg.html
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指値注文（例：700 円で 10,000 株の買い）を行っても、反対注文（例：700 円で 10,000
株の売り）がないと約定しません。そこで、狙っている株価で反対注文が出たときに、即
座に発注する注文がスナイパー注文です。もし、700 円で 8,000 株の売りが出た場合、ス
ナイパー注文で 8,000株が約定します。残り 2,000 株は次の反対注文が出るまで待機しま
す。スナイパー注文では、取引の状況が板に表示されないため、他の市場参加者に見られ
ることがありません。また、買い注文の場合、狙った株価以下の売り注文に対しても約定
するので、有利な株価で約定することができます。スナイパー注文を手作業で行うことは
ほぼ不可能です。 出典）https://marketspeed.jp/ms2/function/algo/sniper.html 

https://marketspeed.jp/ms2/function/algo/sniper.html
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以 上 


